

































































 さらに、本研究では、平成２８年５月２８日に The Śrāvakabhūmi and Buddhist Manuscripts






京都大学名誉教授、山部能宣：早稲田大学教授、 Daniel Stuart：Assistant Professor, The 
University of South Carolina）についての発表と問題の検討を行った。 
(３)研究論文集の出版と配布 
 本研究の成果は、ワークショップ発表者を中心とした当該分野の研究者による１１本の論文を
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としたことにより、海外に於ける周知も望まれる。本書は 400 部印刷され、100 部を出版社によ
る販売用とし、研究助成金の審査規定に則り、国内外での成果の積極的な公表をするために 150
部を国内、150部を海外の研究者、研究機関への配布とした。（成果の積極的な公表，普及に努め
ることが主要な助成金研究課題の評価の対象となるとされているにもかかわらず、本書の発送費
用のほとんどが研究助成金の趣旨に反すると判断され、執行されなかったことは誠に遺憾である。
予算執行に関する規定の明確化が切に望まれる。） 
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(４)課題と展望 
 今後の課題としては、『声聞地』の第四瑜伽処後半部分の写本の校訂が残されており、第四瑜伽
処全体の和訳研究とともに、順次進めていく予定である。第四瑜伽処には第三瑜伽処より高次の
修行段階について記述されており、当該箇所の研究により、仏教の修行体系の研究がさらに深ま
ることが期待される。 
